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• A日程の口述試験では専門的知識はどの程度聞かれるのでしょうか？
希望する研究や卒論に関連する基本的専門知識について質問されます。

• A日程で学士論文の内容について面接があるとのことですが、学士論文をま
だ書き終えていない場合でも受験可能でしょうか。
A日程、B日程ともに、ほとんどの受験生は、面接時、卒業研究の途上あるい
は着手前ですので、問題ありません。その時点での内容や予定についての
質問が出されます。

• どのようなバックグラウンドの人が多いですか？

ある特定のバックグラウンド・学問分野に偏っているというわけではありませ
ん。理工学系の学部のみならず、文系学部からの入学者もいます。

• 各研究室の受け入れ人数は公開されていますか？

教員当たりの受け入れ人数については教育上の配慮から一定の上限があり
ますが、公開はされていません。

• A日程で選定される基準のようなものを教えていただくことはできますか。私の
大学は成績証明書にGPAの記載はあるものの4.3満点の上、順位が記載され
ていません。この場合どのような点に注意が必要ですか。

• A日程で成績証明を出すとおもいますが、大学によってGPAの付け方が異なる
場合は考慮されますか。
A日程対象者の選定基準は公表していません。なお、GPAの付け方による不
公平が生じないよう配慮しています。
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• B日程に代わる試験は、必ずしも8月18日に行われるとは限らない、と考えてよろしいでしょうか？
• 筆答試験に代わる試験は8/18、8/19の両日にかけて行われます。詳しくは下記をご覧ください。

https://educ.titech.ac.jp/tse/news/2020_05/059086.html
• TOEICはIPテストでも可でしょうか。
• 融合理工学系では、本学のTOEIC-IP特別団体試験と、他大学等で実施されたTOEIC-IPの両
方が英語スコアとして有効です。

• 第２志望以下の教員にも事前に連絡すべきでしょうか？

• 第１志望教員については事前連絡が必須ですが、第２志望以下は必須ではありません。各
人の判断で、必要に応じて連絡頂くことは差し支えありません。

• B日程は記述試験がなしになるという変更点がありましたが、A日程は現時点で変更点はな
いという解釈でよろしいでしょうか？

• A日程については特に変更はありません。
• B日程入試の口述試験の時間は、何時ごろにどのくらいの時間となるでしょうか。
• B日程（口頭試問）の時間については受験者に後日通知します。

• 今、大学立ち入り禁止の状態でして、もしかしたら期限までに卒業見込証明書や成績証明書
を提出できないかもしれませんが、そのときはどうすればよいですか？

• 入試課にメールで連絡の上、事情を説明し、その上で出願して下さい。（以下、6/12追記）
ただし、入試課からは以下の回答が来ることになります。

出願時に証明書の同封が必要です。後からの提出はできません。なお、以下のものは、証明書の原本
と同等のものとして受理できますので、併せてご検討ください。
・証明書と同等の内容が記載された、大学の公印付きサポートレター
・証明書のコピーで、発行大学により「原本と相違ないことを証明する」と公印付きで証明されたもの

https://educ.titech.ac.jp/tse/news/2020_05/059086.html
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• TOEICのIP試験は他大学で受験したものでも可能でしょうか。
• 上述したように、他大学の特別団体試験も受け付けます。
• 東工大の者なのですが、学士1年及び3年の際に受けた団体受験のTOEFLITPのスコアは使う
ことはできるのでしょうか。

• 利用できます。
• Webでの説明会は今回で最後でしょうか？B日程の試験が決まり次第再度開かれますか？
• 現時点では、再度、コースとして説明会を行う予定はありません。
• 英語団体試験:6月21日(日)が天災または新型コロナウイルス等感染症の拡大等により中止
となった場合，8月17日(月)に行います、とありますが、融合系の場合は8月17日に受けても
審査には間に合いませんとありますが、これはB日程受験においても言えますでしょうか？

• 新型コロナウィルスのためスコアシートの提出ができない場合はweb出願の際、備考欄にそ
の旨記入してください。

• 他大のものなのですが、他大から東工大大学院に進む人の割合はどれくらいですか。
• 本コース・一般入試に限って言えば、平均的には40～50%になっていると思われます。また、
国際大学院プログラムによる留学生も含めると、さらに割合が高くなります。


